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令和７年度 学校評価報告書 
１ 学校教育目標                                                    ２ 今年度の学校重点目標 

豊かな心で、自ら考え行動できる子の育成  
自信をつける教育の創造 ～難しい・深い・おもしろい～ 

視点（主語を大切にした）を明確にする（誰が、何にとって）  

(１)よい授業づくり（「何を学ぶ」だけではなく、「何ができるようになるか」の重視） 

(２)よい授業の土台づくり（誰もが安心でき、笑顔で 1日を終える） 

(３)よい学校生活のための習慣づくり「凡事徹底」（継続的指導と定期的評価） 

(４)よい学校生活のための環境づくり（安全・機能・美観） 

３ 総合的な自己評価                                                 ４ 総合的な学校関係者評価 

今年度においても、行事の内容や実施方法について制限なしで新たな様式で予定通りに実施することができた。保護

者や地域の方にボランティアとして学習支援に入っていただくこともできた。保護者・児童のアンケートにおいても、全体

的に肯定的な評価が多く、総合的な自己評価としては概ね良好と判断できる。引き続き、学校目標の達成に向け、「夢・

やさしさ・笑顔あふれる学校」を目指す学校像に位置付け、学校・家庭・地域が連携し、より一層の教育の充実を目指

す。 

 年間の行事に参加させていただいて、丁寧に先生方に、地域の方々に見ていただいている

ことを感じました。さらに、来年度も地域を積極的に活用し、学校と家庭、地域のつながりを大

切できる取り組みを進めてもらいたい。 

５ 評価結果  

自己評価 学校関係者評価 

分野・領域 評価項目（取組内容） 評価結果及び分析 改善の方策 学校関係者評価委員会の意見 

開かれた 
学校づくり 

家庭や地域への情報発信と情報収集に
ついて 

情報提供については概ね良好に取り組めている。行事
や地域連携も充実した取り組みが行えた。しかしなが
ら、地域ボランティアについてはさらなる活用が必要で
あると考える。開かれた学校として、外部人材の活用を
さらに進めていきたい。 

学校便り、学校 HP で、定期的な情報発信を
確実に行っていく。学校便りについては、地域
への配布を継続し、地域の学校として親しん
でいただけるよう取り組んでいく。 

学校と地域は一体であり、まちづくり
の中に学校があるという視点を大切
にしている。今後もその視点を持ち
ながら、学校運営をしていただきた
い。 

住民参加の教育活動について 保護者や地域との連携も概ね良好な取り組みを進めら
れた。一方、総合学習での地域交流や外部施設活用
は、より積極的な活用に向け、図書ボランティア等との
連携強化や人材活用の推進が求められる。 

地域ボランティアの人材活用を具体的に進め
る。地域の方から話を聞く機会や交流、外部
施設の活用を計画的に取り入れ 、学校司書
や図書ボランティアとの連携も継続して教育活
動を充実させたい。 

地域も子どもたちと関わりをもつこと
ができたことはうれしい。今後も、思
いや技なども継承していきたい。ま
た、そんな機会を作っていただけると
ありがたい。 

学習指導 個別最適な学び・協働的な学びを意
識した授業の確立について 

計画的な指導や「がんばりタイム」は適切に実施でき
た。個別最適な学びを推進するにあたり、ICT 利用ル
ールの確認を全職員の共通理解のもと、再検討が必
要と考える。 

「がんばりタイム」は現状の取り組みを継続す
る。ICT 機器の活用を進めるにあたり、職員向
けの情報研修を実施し、活用ルールの共通理
解を徹底する。 

基礎力だけではなく、教科の中において
は、応用力も発揮しながらの授業をされて
おり、関心をした。今後も基礎力を大事に
しつつ、仲間と関わりながら、力を育んで
ほしい。 

思考力・表現力の育成について 授業改善の取り組みは校内研究を重ねる中で適切に
進められた。今後も研究授業を通し、事後研修会での
振り返り等を次に生かす取り組みを重ねていくことが多
雪である。複数教科での並行研究の在り方について
は、検討を進める。 

現在の 3 教科並行スタイルを見直し、一つの
研究授業での学びを次へ繋げられる方向性を
検討していく。iPad を「表現ツール」として定
着させるための活用法研究を進め、ルールに
ついても整備していく。 

ICT 利用の授業も多くはなっている
けれど、人と関わることや人前で発表
する機会を大切にしてほしい。 

学力向上指導
改善プラン 

家庭学習の習慣の確立と充実について 家庭学習の習慣化については、児童、保護者、教職
員ともに課題を感じている。タブレットの活用なども含
め、児童一人一人の課題に応じた取り組み方について
さらに研究を進めたい。 

研究紀要を作成し、授業研究の振り返りを次
へ繋ぐ。次年度も外部講師を招へいし、研究
の深化を図る。総合的な学習では、地域住民
からの聞き取りや外部施設活用を意識的に計
画し、児童の体験を深める機会を増やす 。 

今年度もノートコンクールやノートまと
め、自主学習を掲示版に貼ることで
いろんな取り組みを見ることができ
て、児童の学習意欲を高める工夫が
されている。 

読書活動の推進について 

読書習慣は学校で定着しつつあるが、家庭との連携
（親子読書等）には課題があり、実効性を高めるための
取り組み方について検討していく。 

はさまっ子読書の日」の取り組みを再検討し、
家庭で無理なく取り組める形を構築してい
く 。 

本校だけの問題というよりは、今の小学生
全体の課題のように思う。学校だけでな
く、家庭においても、読書週間を育んでい
きたい。 

特別支援 
教育 

特別支援学級在籍児童についての共通
理解と支援体制について 

特別支援は共通理解や連携がスムーズに行えており、
効果的な指導につなげられている。次年度への引継ぎ
についても児童理解の場を設け、適切に進められてい
る。 

特別支援は、知的・自閉情緒の両学級が全学
年と交流することを見据え、これまで以上に情
報交換と共通理解を密に行う体制を継続す
る 。 

特別支援学級在籍児童だけではなく、全
児童において、きめ細やかな指導と支援
が必要である。そのためには、来年度に
おいても、全職員の共通理解と方向性を
共有した連携が大切である。 普通学級在籍児童で、支援を必要とする

児童実態把握と支援について 
通常学級の児童の困り感把握や、関係職員・校内委
員会での実態把握・支援検討が適切に実施されてい
る。環境整備や座席配慮などの具体的支援も適切に
行われており、組織的な対応が機能している。 

令和 8 年度から特別支援委員会および生活
指導委員会への全担任参加を基本とする。こ
れにより、児童の実態についてより層の厚い共
通理解を図り、組織的な指導・支援体制をさら
に強化する 。 

人権教育 子どもたちの人権意識を高める取り組み
について 

「やさしさ発見の日」の取り組みについての共通理解に
課題が見られた。全領域において児童の協働性を促
すための工夫を進め、人権意識の高まりにつなぎた
い。 

「やさしさ発見の日」の取り組みについて再確
認し、放送等で呼びかけ確実に実施する。全
教育課有働の中で子どもたちの人権意識が
高まるよう働きかけていく。 

人権はさまを読ませていただいている。
「やさしさ発見の日」の取り組みは、昔から
あり、とても良いものである。続けてほし
い。来年度からの人権はさまの中身も「や
さしさ発見朝会」の内容が掲載されると聞
き、とても良いと思った。 

保護者への啓発について 季刊の人権だよりなどを通して保護者にも「やさしさ発
見の日」の取り組みへの理解をさらに広げ、家庭での
話題が広がるよう取り組みを進めていきたい。 

人権だより「はさま」に児童の作文や感想コー
ナーを掲載し、家庭との双方向な啓発活動へ
と改善を図る 。 

生徒指導の
充実 

いじめ防止基本方針に基づく予防的生徒
指導について 

児童理解や組織的指導は丁寧に行っている。特にい
じめ対応は、早期発見早期対応を徹底し、課題の解決
につないでいる。未然防止に向けた取り組みを強化し
ていきたい。 

組織的な対応を継続し、いじめ見逃しゼロを
目指した取り組みを推進する。また、道徳教育
の充実、情報モラル教育などを計画的に進め
るなど心の教育の充実を図り、いじめの未然
防止につないでいく。 

全国的にもいじめの認知件数が増えてい
る。学校だけの問題ではなく、社会問題
である。地域ができることがあれば、一緒
に取り組んでいきたい。 

児童についての共通理解と組織的対応
について 

児童の実態共有や組織的指導は月ごと、学期ごとまた
必要に応じて適切に進めている。一方で、担任一人で
抱え込まず管理職を含め丁寧に対応できた。 

月ごと、学期ごと、また必要に応じた情報共有
を徹底し、全職員共通理解のもとでの組織的
対応を確実に進める。 

来年度、先生方の児童に係る情報共有
の仕方を変更されることが、子どもたちの
安心につながることを期待しています。 

基本的な生活習慣と自主性の育成につ
いて 

5分前行動等の時間遵守やあいさつの励行など、毎日
の取り組み大切にした丁寧な指導が進められた。 

5 分前行動やあいさつの励行を徹底し、「自
律」を促します。学校便りなどの活用し、家庭
での生活習慣と併せて、意識を高めていく。 

これも校長先生が言われる学校文化だと
思う。継承していってほしい。 

６ 学校自己評価の実施状況について                                       ７ 学校関係者評価委員会の活動について 

時  期 内  容  時  期 内  容 

１学期 保護者対象行事（運動会）アンケート・前期児童アンケート・いじめアンケート

(１学期)・QUアンケート（第１回） 

 ６月２３日 第１回学校地域運営協議会 

学校経営、学校行事、生徒指導推進計画、学力向上指導改善プラン、学校評価

計画、学校と地域との連携等 

２学期 いじめアンケート(２学期)・QU アンケート（第２回）・保護者対象行事（音楽会）

アンケート 

 12月１２日 第２回学校地域運営協議会 

授業見学、学校行事、学力向上に向けた取組、学校と地域との連携等 

３学期 後期児童アンケート・いじめアンケート(３学期)・保護者アンケート・教職員によ

る学校評価 

 3月５日 第３回学校地域運営協議会 

学力向上指導改善プラン、学校評価、学校と地域との連携、本年度の反省と来年

度に向けて等 
 

※学校自己評価…外部（児童生徒・保護者・地域等）アンケートの実施を含む  

８ 学校評価の公表について   

時 期 手  段 内  容 添付 

3月 保護者宛文書 学校評価（保護者評価・児童評価・教職員評価）の結果及び考察、今後の取り組み予定、改善策を記載。保護者配付。  

3月 学校ホームページ 学校評価（保護者評価・児童評価・教職員評価）の結果及び考察、今後の取り組み予定、改善策を記載。  

学校名 三田市立狭間小学校   
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※ 公表の具体がわかる印刷物等がある場合には添付願います 


